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　先月公表の家計調査報告（年計値、総
務省）をもとに、野菜の１人当たり家計
購入数量の動向を見ると、平成22年以降
は微増傾向であり、平成26年は前年比
1％増の５３㎏となっている。
　調査対象の品目別（20種類）の家計購
入数量を平成１６年と２６年で比較する
と、キャベツ、はくさい、レタス、ブ
ロッコリー及びれんこんの５品目が２割
以上増加する一方、さといもが３割以上
減少している。
　増加率が最も高かったブロッコリー
（35％増）の国内全体の仕向量（国内出
荷量+生鮮輸入量＋冷凍輸入量）をみる
と、平成25年は193千トンとなり15年対
比で9.7％の増加であるが、輸入量の割
合は48％から37％へと低下している。さ
らに輸入量は17％減少している。
　ブロッコリーは、かっては夏場を中心
に米国等から多く輸入されていたが、最
近では、夏場にも国内主産地の形成が進
んでおり、特に主力産地の北海道、長野
県の出荷量（平成25年）は対15年比でそ
れぞれ155％、73％と大幅に増加してい
る。
　また、増加率が2割以上であったキャ
ベツ（22％増）、レタス（24％増）の国
内作付面積を見ると、平成20年までは農
家の高齢化や後継者不足等もあって減少
傾向であったが、21年以降は微増傾向と
なり、キャベツは15年とほぼ同程度の水
準までに回復している。キャベツやレタ
スは、サラダにもよく使用されるが、平
成２６年の家計のサラダの年間購入金額
は、二人以上世帯、単身世帯ともに前年
比でそれぞれ6％増（1,270円/人）、9％
増（2,038円/人）と引き続き需要が堅調
である。
　ブロッコリーの国産シャアの回復や
キャベツ作付面積の回復の動きに加え
て、最近では、外食・中食等事業者が、
品質差別化等の観点から輸入野菜を国産
野菜に切り替える動きもみられており、
需要が堅調な野菜の国内の主産地形成の
取組強化が改めて求められている。

ブロッコリー れ ん こ ん レ  タ  ス は く さ い キ ャ ベ ツ

34.8 33.3 24.6 23.2 22.4
(1,364g) (460g) (2,001g) (2,944g) (5,951g)

ト  マ  ト ピ ー マ ン

12.3 11.9
(4,022g) (885g)

た ま ね ぎ に ん じ ん だ い こ ん

8.9 8.8 0.3
(5,033g) (2,930g) (4,644g)

か ぼ ち ゃ ばれいしょ ね    ぎ ほうれんそう かんしょ

△0.1 △0.5 △0.6 △2.8 △8.0
(1,423g) (3,548g) (1,616g) (1,129g) (960g)

き ゅ う り な    す ご  ぼ  う さ や ま め
△10.7 △12.3 △14.9 △17.7

(2,532g) (1,423g) (607g) (750g)
さ と い も

△32.2
(623g)

資料：ベジ探、原資料：総務省「家計調査報告」

　注：上段：増減率、下段：26年購入数量
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